
教育に関する事務の点検・評価報告書

（平成２５年度事業）

平成２６年７月

大仙市教育委員会



目 次

１ 点検・評価の趣旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

２ 点検・評価の実施方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

３ 教育委員会の活動に関する事務 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

(1) 教育委員会の会議の開催状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

(2) 教育委員会委員の活動状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５

(3) 教育委員会委員の研修状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５

４ 点検・評価の対象事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

№ 分 野 事務・事業名 担当課等

1 学校教育 スクールバス運行事業 教育総務課

2 学校教育 地産地消の推進 学校給食総合センター

3 学校教育 学校生活支援事業 教育指導課

4 学校教育 音のまち大仙楽器サポート事業 教育指導課

5 学校教育 だいせん防災教育「生き抜く力育成」事業 教育指導課

6 学校教育 学力向上推進委員会の設置 教育研究所

7 生涯学習 学校支援地域本部事業 生涯学習課

8 生涯学習 生涯学習推進体制整備事業 生涯学習課

9 生涯学習 「青少年健全育成基本方針」の策定、推進 生涯学習課

10 生涯学習 花館公民館まつり 花館公民館

11 生涯学習 市民大学おもしろ講座 神岡中央公民館

12 生涯学習 高齢者教育事業（寿楽大学） 西仙北中央公民館

13 生涯学習 ほたるの観察会 中仙公民館

14 芸術文化 まほろば唐松芸術祭 協和公民館

15 芸術文化 南外小唄まつり 南外公民館

16 芸術文化 仙北ふれあい文化センター自主事業 仙北公民館

17 生涯学習 太田花いっぱい運動事業 太田公民館

18 生涯学習 ブックスタート事業 総合図書館

19 芸術文化 秋田おばこ節全国大会 総合市民会館

20 芸術文化 旧池田氏庭園整備事業 文化財保護課

21 芸術文化 払田柵跡環境整備事業 文化財保護課

22 芸術文化 鈴木空如資料調査研究事業 文化財保護課

23 スポーツ チャレンジデー スポーツ振興課

24 スポーツ 全県500歳・550歳野球大会 スポーツ振興課

25 スポーツ スポーツ合宿等推進交流事業 スポーツ振興課

５ 学識経験者の総評 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３１



- 1 -

１ 点検・評価の趣旨

大仙市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２

号）第２７条の規定により、教育委員会が行う教育事務の管理及び執行の状況について点検・

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することとし

ました。

２ 点検・評価の実施方法

(1) 点検・評価の対象とする事務

点検・評価の対象とする事務は、平成２５年度の教育委員会の活動に関する事務のほか、

大仙市総合計画、新しい時代の学校教育だいせんビジョン、大仙市生涯学習推進計画又は大

仙市スポーツ推進計画に基づく同年度に実施した事業のうち、２５事業を選定し、点検・評

価を行いました。

(2) 点検・評価の方法

点検・評価は、事務事業の点検・評価表により、担当課による自己評価を実施するととも

に、有識者からの外部評価をいただきました。

(3) 外部評価していただいた有識者

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第２項の規定に基づき、秋田大学教育

文化学部 副学部長 佐藤修司教授、前花館小学校校長 藤原保子氏、社会教育委員 鈴木三

郎氏の３氏から評価していただきました。

【参考】

地方教育行政の組織及び運営に関する法律(抄)

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第1 項の規定により教育長に委任され

た事務その他教育長の権限に属する事務（同条第3項の規定により事務局職員等に委任された事務を

含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図るものとする。
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３ 教育委員会の活動に関する事務

(1) 教育委員会の会議の開催状況

教育委員会の会議は、毎月１回開催する定例会と必要に応じて開催する臨時会があります。

平成２５年度は、定例会のほか臨時会を２回開催し、合計１４回開催しました。

開催期日
議 案

及び場所

H25.4.23 議案第17号 平成24年度大仙市一般会計補正予算（第12号）案に関する臨時

(定例会) 代理について

議案第18号 奨学資金運営審議会委員の委嘱に関する臨時代理について

大曲図書館 議案第19号 教育アドバイザーの任命に関する臨時代理について

議案第20号 社会教育指導員の委嘱に関する臨時代理について

議案第21号 社会教育委員兼大仙市公民館運営審議会委員の委嘱に関する臨

時代理について

議案第22号 公民館運営協力委員の委嘱に関する臨時代理について

議案第23号 大仙市立図書館協議会委員の任命に関する臨時代理について

議案第24号 大仙市市民会館等運営連絡協議会委員の委嘱に関する臨時代理

について

議案第25号 大仙市市民会館等運営連絡協議会専門委員会委員の委嘱に関す

る臨時代理について

議案第26号 大仙市文化財保護審議会委員の任命に関する臨時代理について

議案第27号 スポーツ推進委員の委嘱に関する臨時代理について

議案第28号 平成２５年度大仙市一般会計補正予算（第１号）案に関する臨

時代理について

議案第29号 平成２５年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）

案に関する臨時代理について

H25.5.24 議案第30号 給食センター運営委員会委員の任命又は委嘱について

(定例会） 議案第31号 スポーツ推進委員の委嘱について

大曲図書館

H25.6.28 議案第32号 平成２５年度大仙市一般会計補正予算（第２号）案に関する臨

(定例会) 時代理について

議案第33号 平成２５年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第２号）

大曲図書館 案に関する臨時代理について

議案第34号 大仙市教育委員会会議規則の一部を改正する規則の制定について

議案第35号 大仙市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則の制定につ

いて

議案第36号 大仙市就学援助費支給要綱の一部を改正する要綱の制定について

議案第37号 大仙市特別支援教育就学奨励費支給要綱の一部を改正する要綱

の制定について

議案第38号 払田柵跡環境整備審議会委員の委嘱について

議案第39号 旧池田氏庭園保存整備審議会委員の委嘱について

H25.7.1 議案第40号 大仙市教育委員会委員長の選挙について

(臨時会) 議案第41号 大仙市教育委員会委員長職務代理者の指定について

大曲図書館
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開催期日
議 案

及び場所

H25.7.25

(定例会) なし（報告案件のみ）

大曲図書館

H25.8.19 議案第42号 大仙市就学援助費支給要綱の一部を改正する要綱の制定に関す

(定例会) る臨時代理について

大曲図書館 議案第43号 大仙市就学指導委員会委員の委嘱について

H25.9.25 議案第44号 平成25年度大仙市一般会計補正予算（第3号）案に関する臨時

(定例会) 代理について

南外コミュ 議案第45号 平成25年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第3号）案

ニティセン に関する臨時代理について

ター 議案第46号 平成25年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第1号）案

に関する臨時代理について

議案第47号 大仙市文化財の指定解除、指定名称変更及び指定について

H25.10.28 議案第48号 大仙市立中学校生徒合宿所設置及び管理運営に関する規則を廃

(定例会) 止する規則の制定について

仙北ふれあ 議案第49号 払田柵跡環境整備審議会委員の委嘱について

い文化セン

ター

H25.11.27 議案第50号 西部学校給食センター建設（建築）工事請負契約案に関する臨

(定例会) 時代理について

議案第51号 西部学校給食センター建設（機械設備）工事請負契約案に関す

る臨時代理について

大曲図書館 議案第52号 平成25年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第4号）案

に関する臨時代理について

議案第53号 健康福祉部、生涯学習部及び市立大曲病院に係る消費税法及び

地方税法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

に関する臨時代理について

議案第54号 大仙市南外体育館等の指定管理者の指定案に関する臨時代理に

ついて

議案第55号 大仙市ふれあい体育館等の指定管理者の指定案に関する臨時代

理について

議案第56号 平成25年度大仙市一般会計補正予算（第5号）案に関する臨時

代理について

議案第57号 平成25年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第5号）案

に関する臨時代理について

議案第58号 平成２５年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第２号）

案に関する臨時代理について

議案第59号 大仙市民体育館条例施行規則の一部を改正する規則の制定につ

いて
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開催期日
議 案

及び場所

H25.12.26

(定例会) なし（報告案件のみ）

大曲図書館

H26.1.29 議案第1号 大仙市いじめ防止等基本方針について

(定例会) 議案第2号 大仙市学校給食センターの設置及び管理に関する条例施行規則

の一部を改正する規則の制定について

大曲図書館 議案第3号 大仙市小中学校管理規則の一部を改正する規則の制定について

議案第4号 大仙市立小中学校事務共同実施組織運営規程の制定について

議案第5号 大仙市立小中学校事務共同実施推進協議会設置要綱の制定につ

いて

H26.2.17 議案第6号 大仙市社会教育委員設置条例の一部を改正する条例案に関する

(定例会) 臨時代理について

議案第7号 平成25年度大仙市一般会計補正予算（第7号）案に関する臨時代

大曲図書館 理について

議案第8号 平成25年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第6号）案に

関する臨時代理について

議案第9号 平成25年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第1号）案に関す

る臨時代理について

議案第10号 平成25年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第3号）案

に関する臨時代理について

議案第11号 平成26年度大仙市一般会計予算案に関する臨時代理について

議案第12号 平成26年度大仙市学校給食事業特別会計予算案に関する臨時代

理について

議案第13号 平成26年度大仙市奨学資金特別会計予算案に関する臨時代理に

ついて

議案第14号 平成２６年度大仙市スキー場事業特別会計予算案に関する臨時

代理について

H26.3.3 議案第15号 県費負担教職員の人事の内申について

(臨時会)

大曲図書館

H26.3.24 議案第16号 大仙市教育委員会の職員の補職名に関する規則の一部を改正す

(定例会) る規則の制定について

議案第17号 大仙市就学指導委員会規則の一部を改正する規則の制定について

大曲図書館 議案第18号 大仙市教育委員会事務局専決規程の一部を改正する訓令の制定

について

議案第19号 大仙市スクールバス運行管理規程の制定について

議案第20号 大仙市就学援助費支給要綱の一部を改正する要綱の制定について

※ 議案番号は、暦年による一連番号です。

※ ９月及び10月の定例会は、移動教育委員会として開催しました。
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(2) 教育委員会委員の活動状況

入 学 式 平成25年4月 5日から同年4月 9日まで 小学校21校、中学校11校 全32校

公民館訪問 平成25年4月11日・12日 市内８公民館

学 校 訪 問 平成25年5月21日から同年6月27日まで 小学校21校、中学校11校 全32校

卒 業 式 平成26年3月 9日から同年3月18日まで 小学校21校、中学校11校 全32校

(3) 教育委員会委員の研修状況

平成25年 9月25日 南外民俗資料交流館視察 全委員

平成25年10月22日 秋田県市町村教育委員会委員研修会 委員４人

平成25年10月28日 国際教養大学視察 旧池田氏庭園巨洲館視察 全委員

平成25年11月 1日 全県市町村教育委員会委員長・教育長会議 委員長及び教育長

平成25年11月15日 大仙仙北美郷教育委員会連絡会 全委員



番号 1 分野 学校教育 担当課 教育総務課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

８９，３４５千円

　学校の統合により、通学路が変更になった神岡・南外・西仙北地区の児童、南外・西仙北の
生徒及び中仙、清水小学校の児童を通学距離がおおむね４キロメートル以上あるため、スクー
ルバスを利用し、安全に学校へ自宅から通学できるようにする。西仙北地区は240日、神岡・南
外・中仙地域は200日程度の運行を行った。

○対象児童生徒数及び運行形態
　 神岡小学校：36人（市直営　マイクロバス1台）
   南外小学校：61人（市直営　マイクロバス3台）
   南外中学校：12人
   西仙北小学校：214人（民間委託　大型バス3台、マイクロバス9台）
   西仙北中学校：106人
   中仙小学校：109人（運転のみ民間委託　大型バス2台、ワゴン車1台）
   清水小学校：6人

○少子化の流れで学校統廃合はいたしかたないものの、児童生徒の安全な登下校と通学難の
解消のため、適切なスクールバス運行を継続していただきたい。学校によってはかなりの割合
の児童生徒がスクールバスを利用することから、学校の教育活動にも影響が予想され、児童生
徒の体力面、精神面の成長にも影響が考えられる。この点への適切な取組も期待したい。
○本事業により、通学困難解消が図られていること、しかも経費削減が図られていることを評価
したい。今後も、安全運転による事故の絶無を期してもらいたい。
○関係機関との定期的な打合せを行い、通学距離による運行を気象条件、年齢などにより柔
軟に対応している。
 直営バス運行は、バスの更新時に民間委託を視野に入れた将来計画を望む。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　教育委員会と関係各所（委託業者、公民館、学校）と年に数回定期的に打合わせを行い、運
行に係る問題解決に努めている。その結果、天候の変化や、児童生徒の転出・転入によるバス
停の変更など、突発的な問題にも学校や委託業者との連絡を密にし、1年を通じて安全に運行
を行うことができた。また、平成25年度末に西仙北地区のスクールバスの形態を児童生徒数の
減からバスを1台減らし、平成26年度から委託金額を減額することができた。

　中仙地域のスクールバス（大型バス2台、ワゴン車1台）が更新時期を迎え、これまでは運転の
み委託を行っていたが、今後少子化により児童生徒数の減少が予測され、車両規模等の需要
が変化するため、今年度行われた市長とのスプリングレビューで協議し、平成26年度中に完全
委託する方針となった。
　今後も、通学手段の確保は市の責務であり安全性・利便性の面からもスクールバスに代わる
交通手段がないことから、事業の継続は必要である。

スクールバス運行事業

　スクールバスを運行することにより、学校統合により遠距離となった児童生徒の安全な登下校
と通学難の解消を図ることを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費
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番号 2 分野 学校教育 担当課 学校給食総合センター

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

事  業  の
実施状況

事業費 －千円

　学校給食に占める地場産野菜（じゃがいも、にんじん、ほうれん草、ピーマン等１５品目）の使
用状況は、秋田県の第２次食育推進計画では、平成２７年度までに３５％を目標としており、市
の食育推進計画「だいせん食みらいプラン」の目標値は、平成２５年度まで３８％としている。
　目標を達成するため、市の７学校給食センターにおいては、JAや直売所などを通して地場産
野菜を優先的に確保していく。

○消費税増税の影響もあるが、地場産野菜の増に向けて、引き続き努力していただきたい。地
場産野菜のサイズの統一や虫の除去対策は、コスト面で重要であるが、地場産野菜のよいとこ
ろでもあり、適切な対応をお願いしたい。
○農家の協力を一層いただいて、規格をそろえていただくことも必要であるが、逆の発想から、
どんな規格でも活用できるための農家の協力等も工夫したらどうだろうか。
○地場産野菜の使用割合は、県と市の目標を上回っているなどの努力の跡が見られる。
 衛生管理マニュアルを大幅に見直し、問題発生時において迅速に対応している。
 今後も、気を引き締めて衛生管理の徹底を願う。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　大仙市７学校給食センター全体の地場産野菜使用割合の実績は、平成２３年度が３６．５％、
平成２４年度が４４．３％、平成２５年度が４４．５％と年々上がっており、市の目標値を達成して
いる。

　地場産野菜には、虫がついていたり、サイズがそろわなかったりするため調理の下処理に時
間がかかる。使用割合を増やすには、サイズの統一や虫の除去の対策が必要である。

地産地消の推進

　顔の見える生産者により供給される食材は、新鮮で安心して食べられるメリットと児童生徒に
地場産物への興味・関心を持たせたり、生産者に対する感謝の気持ちを抱かせるなどの教育
的効果も図る。
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番号 3 分野 学校教育 担当課 教育指導課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

学校生活支援事業

学校生活・学習活動において、様々な課題を持つ児童生徒を支援することを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費 89,904千円

市内小中学校に５６人の支援員を配置した。

　①学校生活支援員（小学校）５４人
　　 様々な課題を持つ児童生徒に対し、学校生活等の支援を行い、特別支援教育の充実を図
る。
　 　平成２５年度は、小・中学校に５４人に配置

　②日本語指導支援員（小学校）１人　（中学校）１人
　 　平成２５年度は、協和小学校、太田中学校に配置

○支援員の活躍により、日々の教育実践が大いに助けられている。支援員の活動が交流され、
支援員の力量を向上させる機会が必要だろう。また、もっと市民に向けてその意義が発信されて
いいものである。
○３歳・５歳児健診等における小児科医の診断推進により、障害を抱えている園児の迅速な対応
が広がるものではないだろうか。その際、保護者への医師からの具体的な指導により、特別支援
学級や学校へ進路を見いだす方も増えるのではないだろうか。
○障害を持つ児童生徒が増えつつある現状から、支援員の増員が望まれる。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　 □　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　様々な課題をもつ児童生徒に対して支援員を配置することにより、きめ細やかで適切な指導が
可能となり、落ち着いた学習環境が形成され、周囲の児童生徒も学習への意欲をもって取り組む
ことができた。

　障害や課題をもつ児童生徒が年々増えている現状であり、増員が課題である。
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番号 4 分野 学校教育 担当課 教育指導課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

音のまち大仙楽器サポート事業

　保護者等の負担が大きく購入に苦慮している楽器購入を行うことで、地域文化の土壌を支え
ていく小・中学生の音楽活動を充実させ、市民全体の文化活動のますますの発展向上に資す
ることを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費 13,586千円

（計画）
　平成２３年度現在、部活動として音楽活動をしている学校に予算配分を行う。
　平成２３年度から平成２６年度まで　小学校重点整備期間
　平成２３年度から平成２７年度まで　中学校重点整備期間（当初計画時より１年前倒し）

　吹奏楽（管楽器等）関係は、児童生徒数に応じて以下の予算を配分する。
　児童生徒数が300人未満の小学校　　　　　　　　　　　　　 2,000千円
　児童生徒数が300人以上の小学校及び全ての中学校　 3,000千円
　小学校和太鼓関係は、一律700千円の予算配分とする。

　平成２５年度は
　　 花館小3,000千円、太田東小2,000千円、藤木小2,000千円、大曲小（太）700千円
　　 仙北中3,000千円、豊成中3,000千円の予算を学校に配分し、楽器を購入した。

○学校におけるレベルの高い音楽活動は多くの市民が知るところであるが、より広報に努め、
楽器購入への市民の理解を得ていく必要がある。市民全体で支えるような仕組み作りも必要だ
ろう。
○楽器購入については、より需要の高い学校への購入も検討されたい。不要な学校に購入す
ることはないと思うが。また、購入後のメンテナンスについて十分な配慮をお願いしたい。音のま
ちも掲げている市として、本事業は継続を強くお願いしたい。
○本市の吹奏楽等楽器演奏は、全国的レベルに達していると認められる。
 楽器購入事業が平成27年度で終了するが、今後より一層の充実発展のためには楽器修理費
の確保、保護者負担軽減への配慮が必要と思われる。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　 □　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　平成２５年度予算の早期執行に努め、児童生徒が楽器を活用し、教育活動をより充実させる
ことができた。

　平成２７年度で本事業による楽器購入を終えるが、今後、各学校のメンテナンス費及び新規の
楽器購入に当たって、保護者の負担を軽減していく手立てについて考慮する必要がある。
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番号 5 分野 学校教育 担当課 教育指導課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

だいせん防災教育「生き抜く力育成」事業

　 被災地との交流や地域の自主防災組織等との連携による避難所開設訓練等を通して、小・
中学生の防災教育の充実に資するとともに、家庭・地域の防災意識の向上に寄与することを目
的とする。

事  業  の
実施状況

事業費 498千円

１　被災地との交流
　（１）時期　　　　　通年
  （２）場所　　　　　主として岩手県や宮城県の被災地
　（３）参加対象　　市内の６中学校、１小学校と被災地の中学生や住民等
　（４）主な活動　　被災した地域の中学生や住民との心のふれあい
　　　　　　　　　　　　（グランドゴルフ大会、合唱披露、学校祭への招待など）
２　避難所開設訓練の実施
　（１）時期　　　　　９月１７日～１８日
　（２）場所　　　　　平和中学校
　（３）参加対象　　訓練実施校の全校児童生徒及び教職員、保護者
　　　　　　　　　　　 市総合防災課、消防署、地域住民（町内会や消防団等）、
　　　　　　　　　　　 市教育委員会、その他関係機関
　（４）主な活動　　地震発生時等の避難訓練及び避難所開設に関わる初期対応
　 　　　　　　　　　　　    ＊生徒避難・避難所開設要請・避難広報・避難所の安全確認・受付
　　　　　　 　　　　　　　　 　避難所運営会議・避難所運営業務・避難所設営・炊き出し
３　各学校における防災教育の充実
　（１）時期　　　　　 通年
  （２）場所　　　　　 各小・中学校
　（３）参加対象　　 市内全ての児童生徒
　（４）主な活動　　  「防災リュック」等の教材を用いた学習
　　　　　　　　　　　   「冬季の避難訓練」や「引き渡し訓練」による体験的な学習の実施

○以前もそうであるが、特に東日本大震災以降、喫緊かつ必須の取組であり、充実を図ってい
ただきたい。できれば、中学校３年間のうちに１回は避難所開設訓練を経験することが望まし
い。特に地域の自治会等との連携を重視していただき、防災備蓄にも一層取り組んでいただき
たい。
○学校ごとの防災教育が順調に推進されているので、各地域が学校を巻き込みながら防災に
取り組む環境づくりをお願いしたい。
○被災地との交流や、地域住民を含めた平和中学校での避難所開設訓練の実施などにより防
災教育の大切さを実感できた有意義な事業であった。
　今後も、学校地域を拡大した計画を願う。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　 □　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　  □　達成できなかった

　本事業の実施により、各学校の防災教育の充実に資する情報が得られたとともに、児童生徒
が自分の命は自分で守ることの大切さを感じ取ることができた。また、児童生徒が実践的な訓練
を通して体験したことそのものが家庭や地域へと伝わり、地域住民や広く市民に自主防災組織
づくりの重要性を訴える機会につながった。

　各中学校を中核とした地域の自主防災力を高めていくためにも、学校における防災備蓄の整
備が必要である。
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番号 6 分野 学校教育 担当課 教育研究所

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

0千円

・　５月上旬に市内の各教科リーダーとなる教員で大仙市学力向上推進委員会を組織し、全国
学力・学習状況調査の結果分析を行った。
・　本市の児童生徒の学力の状況を分析し、課題の改善に資する授業改善方策及び課題の改
善状況を把握するフォローアップシートを作成し、提供した。
　（７月上旬には国の国語、算数・数学の主として「知識」に関する問題に対応するシートと、社
会、理科、英語の学習指導要領の実践課題に対応するシート、１０月上旬には、国の国語、算
数・数学の主として「活用」に関する問題に対応するシート）
・　１２月の県の学習状況調査の結果を分析し、課題の改善に資する授業改善方策及び課題の
改善状況を把握するフォローアップシートを２月に提供した。
・　各学校では、児童生徒一人一人に確かな学力を身に付けさせるために、フォローアップシー
ト等を有効に活用して、組織的にＰＤＣＡサイクルを機能させるよう取り組み、成果につなげた。

○学力向上について行き届いたシステムが作られており、成果を挙げている。児童生徒の生活
面、人格面も含めて、今後とも指導の充実を図っていただきたい。
○各校での業務を抱えての委員の御尽力に感謝したい。委員を核として教員の指導力向上が
図られていることは大変結構なことである。委員の負担軽減に配慮されたい。
○児童生徒に確かな学力を身に付けさせるフォローアップシートの活用を図るなど、国・県の平
均正答率を上回る成果である。
　教職員の研究実践のみならず、地域や家庭まで一連の生活環境が好影響を与えたものと思
われる。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　 □　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

・　平成２５年度全国学力・学習状況調査及び県の学習状況調査において、本市は、ほとんど
の教科で国や県の平均正答率を上回っており、おおむね良好な状況にある。

・　学力向上推進委員会で作成したフォローアップシート等の資料が適切な内容であり、各学
校でも有効に活用された成果と捉えている。

・　結果を分析し、課題改善のためのシートを作成することは、推進委員自身の研修につながる
とともに、各所属校において授業改善の提案をすることにより、学校全体の指導力の向上につ
ながっている。さらに、教職員研究集会における提案発表等で、市内教職員の学力向上に関
する共通理解を図ることができた。

・　適切な課題把握と有効な改善策及びフォローアップシートの提供と、各校における有効活用
に向けたニーズの把握が課題である。

学力向上推進委員会の設置

　市内の児童生徒の学習の定着状況について成果と課題を明確にするとともに、課題の解決
に係る資料等を各学校に提供し、各学校の授業改善の推進及び児童生徒の学力向上に資す
ることを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費
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番号 7 分野 生涯学習 担当課 生涯学習課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

３，５６６千円

　「大仙市生涯学習推進計画」において、大項目の『（１－３）学校と地域の連携』に記載されて
いる計画期間（平成24年度～28年度）を通じての重点事項である。
　市内全８地域において、８小学校及び２中学校に学校支援地域本部を設置し、事業を行っ
た。各学校に設置された地域本部においては、学校への支援のあり方や内容を企画、立案し、
地域と学校を結ぶ役目として地域コーディネーターを配置する。
　コーディネーターは、学校の要請に応じてボランティア等との連絡調整をし、支援をする。ま
た、ホームページや啓発チラシ等により、地域住民への情報発信も行った。
　各本部での具体的な取組の一例としては、登下校の安全指導・授業の補助・環境整備・部活
動指導・学校行事の支援等がある。とりわけ、平成25年度においては、神岡地域で、学校を避
難所に想定した防災訓練が行われ、地域への貢献という一面でも一歩前へ踏み出した取組が
なされている。
　平成25年度実績については、延べボランティア数25,700名、
延べ活動日数：学習支援活動805日、部活動指導770日、環境整備776日、
　　　　　　　　　　登下校安全指導2250日、学校行事330日

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　平成24年度から現在の10本部体制になったが、それぞれの地域の特性を活かした取組が継
続的に実施されてきている。中学校区内において小中連携した取組の実施や、地域の行事に
関連した取組も見られるなど、学校間及び地域間との連携も生まれている。
　また、学校統合後の地域においても、現在各地区からボランティアが参加しており、地域内の
一体感は保たれているといえる。

　事業実施については順調に推移していると見ているが、情報発信の面において啓発チラシの
作成が一部の本部でしか実施されていない現状である。それに代わるものとしてホームページ
の作成や、チラシを作成するコーディネーターの複数配置などが考えられるが、実施可能な本
部については必要な経費について優先的に予算を配分し、この面での充実を図ることが課題
である。

○学校支援地域本部事業を通して、学校を地域が支えるばかりでなく、学校が地域を支える、
互恵的な関係が作れるように発展させていただきたい。学校統廃合が地域に与える影響は大き
いことから、学校が地域の核としての機能を果たせるように、全ての住民が関われる体制づくり
を進めていただきたい。
○支援本部の方々は、様々な活動への人材確保、情報発信等、とても尽力されているように感
じている。
○８小学校、２小学校に設置されている学校地域支援本部は、学校と地域住民との大事な交流
となっている。
　地域住民の学校行事への支援は、多岐にわたっている。学校と地域を結ぶ地域コーディネー
ターの配置は重要な役割を果たしていることから、複数の配置が望ましい。

事務事業の点検・評価表

学校支援地域本部事業

　未来を担う子どもたちを健やかに育むためには、学校、家庭及び地域住民等がそれぞれの役割と責任を自覚しつ
つ、地域全体で子どもたちを育む体制づくりを目指す必要がある。
　そのため、学校・家庭・地域が連携協力し、地域住民等の参画による地域の実情に応じた取組を有機的に組み合
わせて、授業等における学習補助や教員の業務補助などの学校支援活動を行う。
　また、これらの取組を通じて、子どもたちの社会性・自主性・創造性等の豊かな人間性を涵養するとともに、地域社
会全体の教育力の向上を図り、地域の活性化や子どもが安心して暮らせる環境づくりを推進する。

事  業  の
実施状況

事業費
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番号 8 分野 生涯学習 担当課 生涯学習課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

２，９７５千円

　「大仙市生涯学習推進計画」の平成２５年度重点事項である。
　生涯学習推進計画に基づき、生涯学習推進本部が委嘱した生涯学習推進連絡協議会委
員、生涯学習奨励員が市民と行政のパイプ役となり、市民の多様化・高度化する学習ニーズに
対応するための市主催事業等の実施に計画の段階から参画するとともに、事後評価を行い今
後の検討課題を見いだす。
　また、生涯学習ガイドや情報誌『こすもす』を発行し、年間の学習情報を広く市民に周知すると
ともに、学習意欲を喚起する。
　とりわけ、平成２５年度においては、情報誌『こすもす』を増刷（計10,000部）、各地域の「首都
圏ふるさと会」の際参加者に配布して積極的に情報発信を行った。なお、この号では国民文化
祭についての座談会特集が組まれ、全市的な事業との相乗効果もねらいとした取組がなされて
いる。

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　平成２５年度の生涯学習推進本部の協議事項としては、生涯学習施設の使用料改定案件が
あり、社会教育委員等に諮り意見をいただきながら検討作業を進めた。この案件については平
成２６年度も各委員の意見を反映した形で継続して検討している。

　生涯学習ガイドや情報誌『こすもす』については、外部への情報発信の有力な手段と認識し
ており、平成２５年度は首都圏へのＰＲにも活用されたことは、費用対効果の面でもプラスに働
いたものと認識している。

　生涯学習推進本部の協議案件が生涯学習課所管事項にとどまっており、文化財分野や生涯
スポーツ分野での案件を審議する体制もとることが課題として挙げられる。

○生涯学習推進本部の管轄が、社会教育に関わる分野にとどまっていることから、文化財分野
や生涯スポーツ分野ばかりでなく、学校教育や、さらに環境、産業なども含めたまちづくりに広
がるようにしていただきたい。
○魅力ある情報誌が作成されている。また、各地域で学ぶ環境も整えられている。利用者の交
通手段の確保が課題となるのかもしれない。
○情報誌「こすもす」は、市民のみならず、市外（首都圏）への情報発信が効果をあげている。
　今後も一層の充実を望む。

事務事業の点検・評価表

生涯学習推進体制整備事業

　市民が心の豊かさや生きがいを求めて、自分に適した手段、方法により学習することで、新し
い可能性を見つけ、新たな自己を発見する喜びを得るなど、生涯学び続けることのできる環境
づくりを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費

- 13 -



番号 9 分野 生涯学習 担当課 生涯学習課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

　国及び県の方針が示されてから速やかに市の方針が策定されたこと、また新たに困難を抱え
る子ども・若者への支援方針が打ち出されたこと、更にはそのことへの具体的な対応策として
「大仙市親と子の総合相談センター」開設に至ったことで、一定の成果を挙げたといえる。

　従来からの青少年大仙市民会議への支援を継続することに加え、新しい分野の困難を抱える
子ども・若者への支援について、生涯学習部の所掌範囲において健康福祉部の事業に協力す
ること。
　具体的には、今後市民講座等でこの問題を取り上げていくなどが考えられる。

○困難を抱える子ども・若者支援に関する業務が健康福祉部に移管になったとはいえ、学校教
育、社会教育の部分を含めて、総合的に施策を展開する体制を築いていただきたい。連絡会
を設けるなどして、情報交換、施策の調整を行うなどのことを考えていただきたい。
○NPO法人についても相談センターについても、市民への認知は進んでいないと実感してい
る。健康福祉部と大いに連携を図っていただきたい。
○平成２５年度から困難を抱える子ども・若者支援に関する業務が健康福祉部に移管となった
が、情報提供を通じて事業の協力体制を継続してほしい。

事務事業の点検・評価表

「青少年健全育成基本方針」の策定、推進

　国が平成22年7月に策定した「子ども・若者ビジョン」を踏まえつつ、秋田県が平成23年3月に
策定した「あきた子ども・若者プラン」を踏まえ、子ども・若者の成長・発達と、困難を抱える子ど
も・若者を支援するため、「大仙市子ども・若者育成支援基本方針」を策定。
　また、青少年の健全育成を総合的に推進するための指針を示し、その具現化を図るための具
体的な行動や活動を共通認識化する。

事  業  の
実施状況

事業費 １２２千円

　「大仙市生涯学習推進計画」の平成２５年度重点事項である。
　平成23年度から検討委員会を組織し検討に着手し、平成24年4月に、「大仙市子ども・若者育
成支援基本方針」として策定した。従来からの青少年健全育成事業としては、青少年育成大仙
市民会議への支援等があり、それに加え子ども・若者周辺の現状を鑑み、困難を抱える子ども・
若者への支援方針を打ち出したことが特徴といえる。平成24年度は同方針に沿った形で雇用
促進事を活用し、ＮＰＯ法人「大仙親と子の総合相談センター」に委託し「大仙市青少年自立困
難者訪問サポート事業」を実施した。
平成25年度からは、困難を抱える子ども・若者支援の部分が健康福祉部へ所管替えとなり、4
月に旧中通児童館において「大仙市子ども・若者総合相談センター」が開設されるに至った。
生涯学習部では、各種研修やセミナー等の情報提供を通じて引き続き支援を継続している。

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった
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番号 10 分野 生涯学習 担当課 花館公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

花館公民館まつり

　公民館の利用団体にその学習成果を発表する場を提供するとともに、地域住民に観賞の
機会を与え、異世代のコミュニケーションを図ることを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費 ７５千円

○公民館利用団体と地域住民のステージ発表と作品展示を行う。
　（幼・保育園児の絵、小学生ダンス、花小マーチングバンド演奏等）
○特別出演（太田分校郷土芸能・演歌歌手）
○子ども会育成連合会と若者有志の協力により模擬店が充実する。
○来館者全員でつくる「キャップアート」～キャップでつなげよう花館の輪～を実施。
○会場設営、音響設備、模擬店等は各種団体、地域の協力で行った。

○手作り的な事業が展開され、公民館が地域のつながりの核となる可能性が示されている。幼
稚園、保育所、小学校、中学校等との連携を組織的、継続的なものになるようにしていただきた
い。
○幼・保・小・中学校との連携がよく図られ、賑わいのある活動が見られる。中年層の活躍ぶりに
感心させられる。そのことを大切にしていただきたい。
○地域住民の協力が効果をあげている。

事務事業の点検・評価表

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

・　子ども会の参画を得てから、子どもから高齢者までが楽しめるように内容が充実したと思わ
 れる。予算や職員数が少ないが、地域の方や各種団体からの協賛、協力を得て事業を盛会
 に開催することができ、地域の食材を使っての料理の振る舞いで、地域色も出てきている。

・　公民館主催事業ではあるが、地域の方々の積極的な関わりで、地域のお祭りとして意識
が
 持たれてきているのは大きな成果と思われる。

・　単に予算をかけて、盛大な事業にするのではなく、公民館が核となって地域とのつながり
 を大事にしていき、地域力を生かしながら心温まる事業にしていきたい。
・　幼・保・小・中学校との連携を図り、様々な形で事業への関わりをお願いしていく。
・　無料出前講座などを利用し、毎年内容に変化を持たせるようにして事業の充実を図る。
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番号 11 分野 生涯学習 担当課 神岡中央公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

117千円

①事業の対象　　神岡地域の住民及び大仙市民  （募集５０名に対し５９名の申込み）

②事業開催日　　毎月第3水曜日　午前10時～11時30分　年間12回（ただし、9月は視察研修）

③事業内容　　 　それぞれの分野で多様な知識や、ユニ－クな活動を実践している先生指導
　　　　　　　　　　　者を招いて、郷土史や自然、民俗学や食文化などを主とする講座を年間を
　　　　　　　　　　　通じて開催している。

④事業の背景　　平成４年郷土史に関心を持つ地元の方々を対象に「郷土史おもしろ講座」
　　　　　　　　　　　として、同年の８月にスタ－トした。数年郷土史関連の講座を続けたが、
　　　　　　　　　　　広い視野での学習と受講者の拡大を進めるため、全ての分野を対象とした。
　　　　　　　　　　　より多くの知識を得て、より豊かな生活を送るため地区内外からの受講が
　　　　　　　　　　　ある。

⑤啓蒙の方法　　 定期的に広報や神岡地域版に掲載することにより紹介している。

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　  ■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

・多種多様な内容の講座は市民の関心が高く、神岡地域以外の受講者も21％を占めている。
　また、年間受講者以外に単発受講者の参加もあリ、おおむね順調に経過している。

･講座テ－マにより受講者にバラツキがあり、最大３．８倍もの差が生じた月もあった。

・講座テ－マの偏りがなく、広い分野での設定、年間計画が組めた。

・60歳未満の受講者が少ないため他地域との連携も検討しながら、関心の深いテ－マだけの
　受講も含め、受講者の幅が広がるような設定が求められる。

○受講で終了するのではなく、受講者が引き続いて学習活動や実践活動を展開するシステム
の構築を期待したい。
○魅力ある多くの講座が企画されている。受講者が少ない講座も大切にしていただきたい。
○神岡地域以外の受講生が２１％となっている。市内各公民館ごとに市民大学等を開催してい
るが、地元住民以外の参加者が増えるよう募集等に工夫する余地があると考える。

事務事業の点検・評価表

市民大学　おもしろ講座

　市民の多様な学習ニ－ズに対応した総合的な生涯学習講座を開催する事で、自他の存在を
豊かにするとともに、人と人とのふれあいを大切にし、多種多様の学習受講により、生きがいに
満ちた豊かな生活を送ることを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費
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番号 12 分野 生涯学習 担当課 　西仙北中央公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

事  業  の
実施状況

事業費 １４９千円

　５月から11月までの毎月１回計７回開催している。講座受講は書道・郷土史・スポーツ・民謡・
料理・園芸・詩吟・生け花の８講座を設けており、西仙北地域の６０歳以上の方であればどの好
きな講座にでも参加でき、趣味や自己研磨の場として受講していただいている。
　開催日の午前中は各講座別学習を行い、午後からは全講座共通の学習として、受講生全員
の交流を図る意味から、レクリェーション的健康講演や面白講演等を企画し実施している。最終
月の閉講式では、各講座の受講生から期間内で学んだ学習の成果を発表し好評を得ている。

○参加者数の減少や固定化はどこでも常々課題となっていることから、参加者の発掘に努めて
いただきたい。講座内容の見直しや新講座の設置だけでなく、対象者への働きかけの在り方を
工夫していただきたい。
○参加者の減少の原因を追及し、一つ一つクリアしていく必要があるのではないだろうか。講座
のアイディアは魅力あるものと感じる。
○受講生が年々減少傾向にあるようだが、講座の内容や種類も含め検討する必要があると思
われる。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　年々受講生は減少傾向にあるが、それでも１００人を超える高齢者の方々の学習の場となって
おり、参加する方は、自発的に個別の研究課題を見つけ自己研磨されている方も多数おり、地
域での交流が期待される。
　月１回の開催ではあるが、高齢者の方々に活動の場を提供し参加者同士の交流や、生涯学
習を行い楽しんでいただいている。
　低予算での事業開催であるが、高齢者を対象にした事業として参加者に合わせたゆっくりとし
た事業を展開しており、今後も継続事業として取り組んでいく。

　参加者が年々減少してきており、現在の講座内容の見直しを行いながら、今後は、高齢者の
ニーズに合わせ新しい講座も視野に入れた事業の展開を図っていく。

高齢者教育事業（寿楽大学）

　大仙市生涯学習推進計画に基づき、高齢者が主体的に学習を行える環境を整え、その成果
を地域や家庭で十分に発揮できるような学習を推進し、個人が生き甲斐や自己表現など人間
性豊かな生活を求めようとする意識の高揚を図ることを目的とする。
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番号 13 分野 生涯学習 担当課 中仙公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

　ほたるの観察会

　　｢ほたるの観察会｣を通して、身近な自然環境の保護と親子のふれあいを深めること
を目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費 12千円

・秋田県自然観察指導員に協力を依頼し、連絡をとりあい、計画を立てる。
・ほたるの発生時期を予測して日程を決め、中仙地域内４小学校全校児童に案内を配
布する。
・観察場所の自治会館を会場に、ほたるの観察できる時間帯まで、観察指導員からほ
たるの習性を教えていただいた。
＊ほたるの習性
①農薬や、除草剤等を使用しない自然のきれいな場所でないと発生しない。
②生まれて１年５か月を水の中で暮らし、私達が見ているほたるは１年５か月経っている。
③成虫になると水しか飲まないので、幼虫時代に摂った栄養が関係してくる。
・観察場所である、ほたる群衆地に歩いて移動し、観察を行った。
（参加　・　子ども３５人　　大人２９人　　計６４人　　）

○可能であれば、複数回実施するなどして、参加できる親子が増えるようにしていただきたい。
○観察指導員の活動内容を、市民に紹介する機会もあればと感じる。また、その方たちととも
に、気軽に活動する機会が与えられることにより、児童生徒の中には指導員のような活動をした
いと探求心を高める者も出てくるのではないか。
○近年、関心が高まっている自然環境事業である。ほたる以外にも、まだ目を向けるものがある
と思われるので、今後の充実を望む。

事務事業の点検・評価表

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　 ■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

・小学校全校児童に案内を配布したことによって、多数の参加があった。
・ほたるの習性を聞いて、参加者から関心と驚きの様子があり、また、質問も多く飛び交
い活気あるものとなった。
・参加者から｢親子での良い思い出ができた。｣との声が多数あり、親子のふれあいを深
めることができた。

・ほたるの、“環境が良いところで育つ”という習性から、親子で自然環境への関心を高
める工夫もしていきたい。
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番号 14 分野 芸術・文化 担当課 協和公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

事  業  の
実施状況

事業費 ６００千円

対　　象　 者　：　大仙市民
主となる団体　：　大仙市芸術文化協会協和支部会員
実    施   日　：　７月７日
入　 場  　者　：　２００人
内          容　：　「コーラス、大正琴、舞踊、カラオケ、民謡、スコップ三味線」、など芸術文化
                     協会協和支部会員の日頃の学習成果を発表し、地域住民への関心を高め
                     た。また、会員の技術、学術を磨くために、「能（謡曲、仕舞）、昔話」など専
                     門分野で活躍されている団体の特別出演があった。

○定着してきている芸術祭であるが、今後の発展を目指し、市民参加を増やすために、現状の
課題について、アンケートなどを実施して分析し、今後の方策を打ち出すようにしていただきた
い。
○参加者が多く感心している。能舞台を様々なジャンルの方に開放することを更に望みたい。
○能楽堂会場での事業は、市民に関心を持ってもらうには有効であった。参加者の増加につな
がるよう毎年趣向を変えた演目に一工夫を願う。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　     □　達成できなかった

・市民が地域の伝統芸能や芸術文化の団体に興味、関心を持つことができた。

・今後の課題としては、住民への広報の仕方や出演内容をを工夫し多くの市民が参加でき
 るようにする。

まほろば唐松芸術祭

郷土の歴史、文化を学習するとともに、生涯学習の振興並びに地域の活性化を図る。
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番号 15 分野 芸術・文化 担当課 南外公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

南外小唄まつり

　南外地域には長い間唄い継がれてきた「南外小唄」という民謡がある。
　地域で催し物がある度に唄い、踊り、この唄が様々な場を盛り上げながら地域住民の心を一
つにしてきた。
　この「南外小唄」の伝承と普及を図りながら地域を活性化し、地域住民の生活に潤いと生きが
いを与えようとするものである。

事  業  の
実施状況

事業費 347千円

　今回初めての開催となるイベントということで、実行委員会を組織し、内容について協議を
重ね実施に至った。

・実施日時　　平成２６年１月２６日（日）  10:30～15:30
・会　　場    南外コミュニティセンター
・内　　容   【第１部：南外唄と踊りの祭典】
              ・市芸術文化協会南外支部加盟の芸能団体中心による舞台発表
             【第２部：南外小唄コンクール】
　　　　　　　・「南外小唄」の歌詞を３番まで唄い、最優秀賞を競った。
              ・出場者は大仙市内外から２６名
              ・最優秀賞（大仙市長賞）１名、優秀賞２名、努力賞１名
　　　　　　　　敢闘賞１名

              ※地元民謡保存会会員がボランティアとして運営に協力

○初回の取組として十分な成果があったと評価できる。地域の恒例行事として定着するための
取組とともに、小中学校と連携した取組を期待したい。
○南外小唄が、携帯の呼出し音にまでなっていることに興味がわいた。園児や小中学生、高校
生も耳にする機会を増やしてみたらどうか。
○地元住民が立ち上げたイベントとして意義がある。将来とも定着するように願う。

事務事業の点検・評価表

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　     □　達成できなかった

　実行委員は地元民謡関係者のほか、大仙市民謡愛好会の佐藤昌月氏、東エイ子氏にも加
わっていただいた。両氏は全国規模の大会にも数多く携わっており、経験豊かで関係機関と
の面識も広く、そのおかげでスムーズな準備、運営ができた。
　予算は、地域枠予算を活用し、地元企業の協力も得ることができ、大会開催記念として「南
外小唄歌詞入り手ぬぐい」を作製し、出場者等に配り喜んでもらうことができた。
　今回のイベント開催を通して様々な交流ができ、地元民謡保存会会員同士の絆も一層深ま
り、来年度以降の継続開催を決定していただきよかったと思う。

　民謡ファンは高齢者が多いということで、今回のイベントに交通手段が無く来られなかったとい
う声を聞いたので、次回は市民バスの活用も考えたい。
　また、若い世代をいかに巻き込むかが課題であり、次回はコンクールにジュニア部門を設け、
小中学生の参加を期待したい。
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番号 16 分野 芸術・文化 担当課 仙北公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

仙北ふれあい文化センター自主事業

芸術文化の鑑賞機会を市民に提供し、芸術文化活動の向上に資するため

事  業  の
実施状況

事業費 1,927千円

自主事業の企画立案並びに実施
①民俗芸能フェスティバル（入場者数：約５００人）
　　出演団体：八戸えんぶり、盛岡さんさ踊り、根子番楽、国見ささら、高畑万歳）
～舞台を使った公演ではなく、施設の特性（舞台下の平土間）に特設の演技スペースをつくり、
より観客に近い場所での演技を楽しんでいただくもの。演目及び曲目については各団体が伝
承している伝統的なもの。また、現地に行かなければ鑑賞することができなかった民俗芸能を
身近な会場で鑑賞することができる。

②自衛隊コンサート（入場者数：約６００人）
　　出演団体：陸上自衛隊第９音楽隊

○会館職員の創意工夫が生かされ、低予算にもかかわらず、質の高いフェスティバルが実現で
きている。今後、ボランティアなど、住民参加を一層進めていただきたい。
○毎回、魅力あるイベントが開催されていることに敬意を表する。民俗芸能は、各学校の児童
生徒にも鑑賞させ、ふるさと教育に資するものとしたらどうか。
○職員が独自に企画立案し、低経費、入場者数の確保、アンケートによるお客の満足度など効
果的に実施されている。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　 □　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

 

　会館職員が企画立案を独自に練り、出演者との交渉から舞台進行まで携わるので、会場に
合ったイベントを作り上げることができた。また、一般的な興業プロモーターが行っているパッ
ケージものに依存せず、会館職員でイベントを企画するので、低予算で事業を行うことができ
た。

　会館職員がアイディアを出して創意工夫し、イベントを自主企画することが求められている。特
に民俗芸能フェスティバルにおいては、お客様に満足させることを目的とするため、ただ民俗芸
能を披露させるだけでなく、演出の面で期待できる民俗芸能を検討する必要がある。
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番号 17 分野 生涯学習 担当課 太田公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

７　先進地視察研修
　○　地域全域に呼びかけ、年１回先進地を視察研修し、地域の花づくりに役立てることを目的に実施（経費に
ついては、参加者の実費負担）

1,141千円

１　地域花だん活動支援
　○地域23集落の一般住民と子ども会、太田中学校生徒による地域花だんの植栽。夏休みには子ども会・中学
生が交代で花だんの水やりや地域の婦人会・老人クラブが花だんの草取りなどを実施。地域の環境を整える支
援事業

２　太田花いっぱいコンクール
　○昭和63年から実施。毎年8月に、太田地域の家庭花だん、企業・学校などの花だんコンクールを開催（事前
に参加を呼掛け）。審査員が町内を回り、審査を実施して次の年の４月、講演会と表彰状の伝達を実施する事業
H25花いっぱいコンクール応募数９８個人（世帯）、３７団体

３　全県花だんコンクールに参加
　○昭和46年から全県花だんコンクールに参加。（家庭花だん、地域花だん、学校花だん）審査員を現地に招き
実施する事業
　H25全県花だんコンクール応募数　１０個人（世帯）、１４団体

４　太田地域花だんフェア
　○平成5年から始めている事業。毎年8月末～9月初めまで、太田中学校前庭を会場に、団体や個人で手づくり
した花のプランターを持ち寄り、一時的にミニ花だんを作成して花だんフェアーを開催。開催期間の最初の土・
日に、中学生による吹奏楽演奏会や一般を対象に寄せ植え体験なども行っている。また、個人の家庭花だんを
見て回るお花見バスを運行、訪れた方々を楽しませている。更には、太田中学校の生徒がお客さんをおもてなし
するなどふれあう機会を設けている。

５　道路花だん・水仙ロード設置活動支援
　○昭和36年秋田国体を契機に県の花いっぱい運動の会が提唱した花いっぱい運動を太田地域では昭和36
年から道路に花だんを作ることから始めた。その取組が水仙ロードづくりである。公民館が中心となり地域内外の
方々に水仙の球根を提供してくれるよう呼びかけ、11月に太田花の会、地域の方々の協力を得て道路に水仙の
球根を植える事業（平成25年末：太田地域水仙ロード延長約３５ｋｍ）。

６　太田シンボル花だん・花の看板の設置
　○他町から太田地域に入る入口付近の道路に花のまちをイメージする看板やシンボル花だんを設置する事業
　　H25現在　花の看板４か所、シンボル花だん１か所

事  業  の
実施状況

○太田地区の特徴ある活動に公民館が重要な役割を果たしている。今後とも地域づくりや、子どもへ
の継承、住民のつながり形成などに取り組んでいただきたい。
○大槌町への花提供に頭が下がる。このように、旧太田町時代から温めてきた事業の継続には、中
年層のリーダーシップが鍵となる。
○長い歴史のある太田花いっぱい運動。他市町村からの視察者が増えるよう努力を願う。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

①太田地域は昭和３６年の秋田国体を契機に、住みよい郷土を住民の奉仕によって作るため「花いっぱい運動」
を提唱してきた長い歴史のある先進地域であります。そのため住民総参加の運動として深く浸透している。
　地域花だんでは、市が助成する花苗に止まらず地域が協力して自らが栽培した花で地域を花でいっぱいにす
るなどの環境を整えており、特に花いっぱいコンクールは地域に欠かせない事業であり地域コミュニティの活性
化に大いに役立っている。
②上記の多様な事業の実施状況を通して、花いっぱい運動の成果が地域に表れており、今後も地域と一緒にア
イデアを出し合いながら続ける必要がある。

　地域の方々を中心に、家庭花だんをはじめ「花のまち太田」を彩っているが、花づくりをしている人の高齢化が
進んでいる。花フェアやコンクールなども高齢を理由に辞退する人が少しいるなど課題も見えてきており、今後、
次の時代の後継者を育てる運動が必要とされている。

太田花いっぱい運動事業

　地域一体で花を育てる花いっぱい運動を通して、慈しむ心が生まれ、心の通う明るい地域社会を目指す。ま
た、花づくりを通して、人づくり、まちづくりなどの地域コミュニティの構築や地域の活性化を図ることを目的とす
る。更には、地域を訪れた多くの人を花でおもてなし、「花のまち太田」をPR、環境美化や緑化の推進にもつなが
る。

事業費

- 22 -



番号 18 分野 生涯学習 担当課 総合図書館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

事  業  の
実施状況

事業費 1,015千円

　大曲、東部、西部の３か所の保健センターで行われている乳幼児の４か月児健診（月１回）の
際に図書館職員とボランティアが出向き、絵本を開く楽しい体験と一緒にあたたかなメッセージ
を伝え、絵本２冊・図書館利用案内・利用カード申請書等をコットンバックに入れたブックスター
トパックを手渡している。
　言葉もはっきりしてない０歳児に絵本を読み聞かせることに半信半疑であった多くの保護者
が、我が子の豊かな反応に驚き、絵本を介した親子の心のふれあいを認識している。大仙市で
は、毎年５００人程の乳幼児が対象となっている。
　国・県の子ども読書推進活動に関する計画の策定や条例の制定により、子どもの読書活動推
進に対する関心が高まっており、ブックスタート事業へのボランティアとしての参加者も増え、絵
本の読み聞かせに対する理解も深まってきている。

○とても優れた効果的な取組であり、今後とも継続していただきたい。図書館としては、この事
業を通じて、読書推進、図書館利用推進へとつなげていっていただきたい。
○子育てに関わる事業なので、他部･課と綿密に連携をとって本事業を推進していただきたい。

事務事業の点検・評価表

自己評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　図書館、保健センター、ボランティアなど様々な分野や立場の人々が連携し、地域全体で絵
本を通じて親子のふれあう時間の大切さを伝えることができた。
　昨年度、１歳６か月健診時に事業経験者である保護者を対象に、ブックスタートに関するアン
ケート調査を実施したところ、「今後もこの事業を継続してほしいと思いますか」との設問に対し、
「そう思う」「ややそう思う」の計が95.5％あったので、ブックスタート事業は、肯定的に支持されて
いると判断している。

　この事業は、親子でのコミュニケーションの促進が主目的であり、対象者の性質上子育て支援
等も兼ねた事業であるため、他課（保健センター、児童家庭課、男女共同参画・交流推進課な
ど）との連携が不可欠であり、更に改善しながら継続していきたい。

ブックスタート事業

赤ちゃんと保護者に絵本を介して、親子の心ふれあうひとときをもつきっかけを支援する。
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番号 19 分野 芸術・文化 担当課 総合市民会館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

事  業  の
実施状況

事業費 2,960千円

①開催時期　　毎年６月第１日曜日

②開催場所　　大曲市民会館

③開催部門　　大賞の部、熟年の部（７０歳以上）、年少の部（中学生以下）

④企画運営　　秋田おばこ節全国大会実行委員会（事務局：大曲市民会館）

【 H25年度 出場者数　　129名 】
 
 ・大賞の部　57名（市内：14名、市外：33名、県外：10名）
 ・熟年の部　48名（市内： 5名、市外：40名、県外： 3名）
 ・年少の部　24名（市内： 1名、市外：18名、県外： 5名）

○少子高齢化の中でいたしかたのない面もあるが、年少の部の参加者増に向けた取組を期待
したい。学校での音楽や、特別活動などの中でもっと民謡を取り入れるようにしていただきた
い。
○民謡にふれる場、機会はやはり少ないと言える。関係機関との連携は、重要である。
○２６年目に入り全国から出場者が集まる大会となった。秋田おばこ節の伝承と普及発展を図る
とともに、本大会への継続に奮闘を願う。

事務事業の点検・評価表

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　県内はもとより、全国から出場者が集まる大きな大会となっていることから、「秋田おばこ節」を
通じ、地域文化の向上と振興が図られているものと考える。また、過去の優勝者の中には、他の
民謡全国大会での優勝や現在プロの民謡歌手として活躍している人もおり、民謡の伝承と普及
に貢献している。

　本大会の出場者は年々増加しているものの、出場者の市町村別では「年少の部（中学生以
下）」において本市の出場者が少ない状況である。今後、民謡団体と連携し、本市における民
謡人口の底辺拡大に努める必要がある。

秋田おばこ節全国大会

　秋田県の代表的な民謡で、知名度も全国的である「秋田おばこ節」の伝承と普及を図るととも
に、民謡を通じて地域文化の向上と振興を図ることを目的とする。
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番号 20 分野 芸術・文化 担当課 文化財保護課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

109,227千円

　旧池田氏庭園整備事業は庭園保存整備管理計画(平成１６年度策定)に基づき、平成１６～４
５年度までの３０年間を１０年ごとの３期に区分し、国庫補助事業を活用し年次計画で整備を進
めている。平成１６年度から「庭園整備事業（一般整備）」が、２５年度からは新規事業として名勝
の活用を推進する文化庁の「史跡等及び埋蔵文化財公開活用事業（総合整備）」によるガイダ
ンスの施設等の整備が進められている。
平成２５年度に実施した事業は
     　① 蔵修復工事（第3/4年次工事）　　工事費：63,541千円
　　　　　    請負先 ： はりま建設（株）大仙支店
　　　　　    工事監理業務委託業者 ： 公益財団法人文化財建造物保存技術協会
　　　　　　　工期 ： 平成２５年６月３日から平成２６年３月１４日まで
　　　②ガイダンス施設（巨洲館）新築工事（平成25年10月19日竣工）
　　　　　　　工事費：37,581千円　構造：木造２階建
　　　　　　　延べ床面積：１階122.28㎡、２階16.52㎡、計138.80㎡
　　　　　　　請負先：高禮建設株式会社

■　順調に達成した　　　　　 　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　庭園保存整備管理計画に基づき年次計画により事業を実施している。平成２５年度末事業進
捗率は約53.33％（全体事業：H16～H45、1,000,000千円のうち533,250千円）である。計画は順
調に実施されている。

　整備は順調に進んできているが、今後は庭園の来園者数の増加、米蔵の活用方法、庭園の
樹木などの管理方法などについて、いかにして最少経費で最大効果を上げるかが課題であ
る。

○観光的視点から地域振興に活用する方策や、最少経費で最大効果を上げる手立てを見い
だすよう、組織横断的で、公私を超えた取組を期待したい。
○旧岩崎邸で、金唐革紙を目にしてきた。資料には、旧池田氏庭園についても、紹介されてい
た。なお、拝観料は５００円だった。検討に値するのではないか。
○国の補助事業を活用した３０年間の整備計画は、１０年ごとに三つに区分される。平成１６年
度からスタートした本事業は、現在まで５３．３％の進捗率である。
　整備は順調に進んでいるが、来園者の増加、米蔵の活用方法などが課題である。

自己評価

事務事業の点検・評価表

旧池田氏庭園整備事業

　名勝庭園の景観を保持しながら、築庭当時の景観復元整備を行い、往時の姿に甦らせる整
備を行い、広く活用できる文化財として、観光的視点を取り入れながら地域振興を図ることを目
的とする。

事  業  の
実施状況

事業費
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番号 21 分野 芸術・文化 担当課 文化財保護課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　平成25年度末での事業進捗率は約22.95％である（事業期間：平成7～35年度、全体事業費：
1,000,000千円のうち229,500千円）。計画は順調に実施されている。
　史跡の環境整備により、県内外から年間約4万人（案内所見学者：約12,000人、史跡公園利
用者：約35,000～40,000人）が訪れ、総合学習や生涯学習、市民の憩いの場、催事開催、グラ
ウンドゴルフ等レクリエーションなど多目的な活用の場として利用されている。

　県内外からの見学者等に不快感を与えないように最低限の維持管理しているが、整備が進む
につれ維持管理すべき面積も広くなる。また、平成７年からの事業であり、当初整備した外柵南
門やその他の復元建物などの経年劣化による修繕費等が発生する可能性がある。維持管理費
の増加が見込まれる。

○払田柵跡は貴重な遺産であり、一層の保護・整備・活用に努めていただきたい。整備と維持
管理については、長期的な見通しに立って計画を立てていただきたい。
○いにしえのロマンを感じさせる遺跡である。美しく整備されているからこその念を抱く。今後も
御尽力をお願いしたい。
○過去２０年間で２２．９％の進捗率であるが、向こう１０年間での充実した整備費の投入を望
む。

自己評価

事務事業の点検・評価表

払田柵跡環境整備事業

　遺跡の保存を図るとともに、遺跡の性格や内容を分かりやすく表現することで、多くの見学者
に史跡公園として利用していただくことを目的とする。総合学習や生涯学習の場として、また市
民の憩いの場や仙北地域の夏祭などの各種催事会場として、さまざまな活用を通じて遺跡と文
化財保護についての理解を得られるよう図る。

事  業  の
実施状況

事業費 30,272千円

　払田柵跡環境整備事業は第3次環境整備基本計画（平成１５年度策定）に基づき、年次計画
により事業を実施している。
　平成２５年度に実施している事業は
   　①外郭北門立体表示工事　　工事費：25,330千円
　　　　内容：門柱　米ヒバ　φ60cm×全高1.8m　12本
　　　　　　　　材木塀　スギ　30cm×24cm×全高1.2m　東西各10ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　30cm×24cm×全高30cm　西側16ｍ
　　　②外郭北部周辺盛土整地工事　工事費：2,174千円
　        面積：2,955㎡
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番号 22 分野 芸術・文化 担当課 文化財保護課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

　鈴木空如模写法隆寺金堂壁画は知名度もあがってきており、展示の要望が多くなってきてい
るが、大仙市内には常設展示ができる会場がない。

○郷土の貴重な文化財として十分な整備・保存・展示をぜひお願いしたい。子ども達、市民全
体の共有財産として幅広い活用を期待したい。
○多くの方が作品を目にすることができるよう、機会を捉えて展示していただきたい。
○常設展示できる会場がなく、今後の課題である。

自己評価

事務事業の点検・評価表

鈴木空如資料調査研究事業

　鈴木空如の画業を調査研究しつつ作品を修復し、その調査結果に基づく画業や人物を顕彰
し、市民の連帯感の醸成と文化財を活用したまちづくりをめざす。

事  業  の
実施状況

事業費 5,166千円

平成２３年度から２６年度までの継続事業で、２５年度は３年目。
鈴木空如模写法隆寺金堂壁画は大壁４枚、小壁８枚の１２枚ある。
平成２３・２４年度では小壁８枚を表装修復済み。
平成２５年度では　大壁２点（1号：釈迦浄土図・6号：阿弥陀浄土図）表装修復
委託実施期間　平成２５年６月３日から平成２６年１月１７日まで
表装金額　４，２８４，０００円
請負業者　秋田市楢山登町３番２号　木村表装店

　秋田県主催による秋田県立美術館で開催された「秋田県・甘粛省友交提携３０周年記念文化
交流展」で第６号壁が展示された。
　また、仙台市博物館、東京藝術大学大学美術館、新潟県立美術館、朝日新聞社主催による
「東日本大震災復興祈念・新潟中越地震復興１０年「法隆寺-祈りとかたち」においても展示され
る計画であり、３月１日から仙台市博物館で展示された。
　

■　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　平成２３年度からの４か年事業で、鈴木空如模写法隆寺金堂壁画１２枚の表装が進められて
きた。同一事業者の表装により斉一性のとれたきれいな仕上がりになっている。また、秋田・仙
台市で展示されたが、鈴木空如法隆寺金堂壁画模写の素晴らしさがより一層認識され、周知
度もあがってきており、着実に事業の成果が現れてきている。

- 27 -



番号 23 分野 スポーツ 担当課 スポーツ振興課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

事  業  の
実施状況

事業費 1,228千円

　大仙市では平成２５年度から、毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている住民参加型
のスポーツイベント「チャレンジデー」を実施し、行政・スポーツ推進委員・総合型地域スポーツ
クラブ・体育協会等で組織する実行委員会を設立して、学校や事業所などにも協力をいただき
ながら全市民を対象とした事業として取り組んだ。
　当日は、各施設でラジオ体操を放送する全市一斉チャレンジタイム・スポーツゴミ拾い・ロープ
ジャンプ等のほかにも、市内各地区でイベントを実施した。
　また、市内スポーツ施設を無料開放にし、市民が気軽に運動に取り組めるよう配慮した。

○初回ということであり、大いに成果があったと言える。今後に向けて課題を整理し、公私を超
えた幅広い取組となるように工夫を重ねていただきたい。
○チャレンジデーの参加者が昨年よりも増えている。着実にこの事業の楽しさにふれ、参加者
が増加していくことを大事にしたい。

事務事業の点検・評価表

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　□　おおむね達成した
■　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　平成２５年度の結果は大仙市参加率４０．６％、長崎県大村市６７．９％で大仙市の敗戦となっ
たが、市としては全体で初めての参加ながら、約３万６，０００人に参加いただいた。
　多種多様なイベントを各地域で行い、学校や団体等にも協力をいただいたことで、身近な場
所でスポーツをするきっかけづくりができた。しかしながら、初めての参加ということもあり、「チャ
レンジデー」というイベントそのものの知名度が低く、市民に浸透するには時間がかかると思わ
れる。

　今後参加回数を重ねるごとに、市民全体にチャレンジデーの概要が浸透していくよう、広報活
動をしていく。そして、チャレンジデーには団体や学校も参加しているので、このイベントを通じ
て、市全体の連携につながるよう努めていく。

チャレンジデー

　市民が身近な場所で、年齢や性別を問わず気軽に楽しんで参加し、１５分以上の継続した運
動やスポーツ等を行うことで「健康づくり」や「地域の連携と活性化」のきっかけをつくり、更には
市内の各地域・各団体等が連携しながらスポーツに親しむことによって、「生涯スポーツ社会の
実現」を図る。

- 28 -



番号 24 分野 スポーツ 担当課 スポーツ振興課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

○５００歳野球大会と５５０歳野球大会を開催していることから、その棲み分けや関連付け等につ
いては、今後の検討課題としていただきたい。合計年齢数の違いだけでない、特徴付けをもっ
と明確にした方がいいように思われる。
○全国的に知名度を高めるに足る事業と考える。活性化の一助となる。
○大仙市を代表するスポーツイベントとなった。会場の設備充実など周辺環境にも配慮して一
層の発展を望む。
　大会本部会場の駐車場が手狭であることから、市有地を有効活用して主会場にふさわしい環
境にしてもらいたい。

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　大仙市を代表するスポーツイベントとして成長しており、出場を希望するチームが増加傾向に
ある。
　また、中高年層の方々が、継続的にスポーツを行うことへの動機づけとなっており、生活資質
の向上・健康づくりへの貢献、「一生　スポーツ　一生　健康」において有意義である。

　雪解けと同時に練習試合や交流戦が行われており、高齢者の健康づくりの一役を担っている
ため、今後もさらに充実した大会運営を行うよう、会場設備の整備など野球環境の向上を図る。
　また、今後も大会や大仙市のＰＲを続け、知名度の向上と地域活性化を図っていく。

事務事業の点検・評価表

全県５００歳・５５０歳野球大会

　「一生　スポーツ　一生　健康」のキャッチフレーズの下、５００歳・５５０歳野球大会を開催する
ことにより、こよなく野球を愛する多くの熟年世代の心身の健康増進を図る。併せて、地域知名
度の向上と観光宣伝及び特産品ＰＲを通じて地域活性化を図る。

事  業  の
実施状況

事業費 2,500千円

【第２２回　全県５５０歳野球大会】
・抽選会　　   平成２５年６月２１日（金）　秋田魁新報社
・大会期日　　平成２５年７月２７日（土）～２９日（月）
・会場　　　　　南外山村運動広場（主会場）　ほか３会場（全　４会場）
・出場チーム　　２４チーム　　　　　　・試合数　２３試合

【第３５回　全県５００歳野球大会】
・抽選会　　　 平成２５年８月９日（金）　　秋田市文化会館
・大会期日　　平成２５年９月２８日（土）～１０月２日（水）
・会場　　　　　１．神岡野球場（主会場）、２．大曲球場、３．サン・スポーツランド協和野球場
                  ４．八乙女球場　　ほか１４会場（全　１８会場）
・出場チーム　１７９チーム　　　　　　・試合数　１７８試合

・全県５５０歳野球大会参加チーム数　　Ｈ２４年度　　２４チーム　→　Ｈ２５年度　　２４チーム
・全県５００歳野球大会参加チーム数　　Ｈ２４年度　１７７チーム　→　Ｈ２５年度　１７９チーム
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番号 25 分野 スポーツ 担当課 スポーツ振興課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

外部評価

有識者の
意見・評価

1,400千円

○地元への経済効果が大きいことから、地元の各種団体と連携し、来訪者の満足度の向上、リ
ピートの確保、合宿以外の事業の展開などにも、組織横断的な取組、公私を超えた取組を継
続・拡大していただきたい。
○大いに賛成である。新しい刺激が必要である。
○２０団体、延べ5,200人ほどの利用者となった。地元住民との交流のみならず、地元への経済
波及効果もあった。
　総務省統計局のソフトによる試算では、約7,500万円と推計されている。
　受入態勢は飽和状態に達しているので、今後は時季をずらすなど工夫も必要と考える。

自己評価

□　順調に達成した　　　　　　　　　　　　　　　■　おおむね達成した
□　達成したが課題があった　　　　　　　　　 □　達成できなかった

　平成１０年度から継続的に夏季合宿を行っている横浜商科大学・東京学芸大附属高校をはじ
め、平成２２年度から本格的に合宿を招致・推進してきた結果、合宿校は順調に推移し、大学
野球に関してはリピートで合宿に訪れる団体が年々増加してきている。
　また、市内の高校生にとっては、普段対戦することのない関東地域の高校生との交流戦も多く
行われることから、競技力向上にも一役買っている。

　今後、さらに充実した合宿ができるよう環境と設備の整備を図っていくが、夏季野球合宿の受
入れには限界が見え始めていることから、今後は屋内施設等を利用した合宿を積極的に推進
して招致活動を実施していく。

事務事業の点検・評価表

スポーツ合宿等推進交流事業

　スポーツ合宿、公式試合、交流試合等の実施を誘致・推進することで、スポーツ少年団や中
学・高校の競技者等に刺激を与え、競技力の向上が期待できることと併せ、市民が競技スポー
ツへの関心を高め、またスポーツを活用したまちづくりや賑わいの創出を図り、地域の活性化に
資することを目的とする。

事  業  の
実施状況

事業費

選手 指導者 小計
1 秋田商業高校（テニス） 19 4 23 69 3 2
2 青森高校 33 2 35 105 3 2
3 山形中央高校 38 3 41 82 2 1
4 浦和実業高校 60 3 63 189 3 2
5 横浜商科大 71 3 74 586 8 14
6 成蹊大学 54 1 55 327 6 5
7 ウェルネス専門学校 21 1 22 153 7 6
8 成城大学 42 3 45 258 6 5
9 千葉商科大学 59 3 62 496 8 7

10 上智大学 42 1 43 281 7 6
11 学習院大学 82 7 89 683 8 7
12 霧が丘高校 31 2 33 132 4 3
13 明治学院大学 40 1 41 364 9 8
14 立教大学（準硬式野球） 55 1 56 448 8 7
15 東京学芸大付属高校 19 3 22 153 7 6
16 日本体育大学（集団行動） 77 3 80 480 6 5
17 東北学院大学（軟式野球） 24 1 25 100 5 4
18 秋田商業高校（テニス） 9 1 10 40 4 3
19 秋田聖霊高校（テニス） 12 2 14 70 5 4
20 豊南高校（ソフトテニス） 18 7 25 150 6 5

806 52 858 5,166 115 102

宿泊日数（泊）滞在日数（日）№ 団体名
人数

延べ人数

計
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学識経験者の総評

佐藤 修司（秋田大学教授）

少子高齢化の中で、学校・学級の小規模化と、一方での学校統廃合やバス通学の増加が

見られる。学校が地域の中核であり、地域文化の維持・発展の要であることに変わりはな

いことから、社会教育と学校教育の連携・融合、生涯学習体系の構築とともに、他の行政

分野との連携も一層強めていくことを期待したい。また、バス通学の増加は、教育活動や

子ども達の体力、精神面にも影響が及ぶことから、定期的、継続的な調査のもとに、様々

な工夫を凝らしていただきたい。

様々な事業が活発に展開されており、高く評価されるところであるが、今後の大仙市全

体や、市内各地域の人口、財政状況等の推移を踏まえながら、長期的な見通しに立った事

業展開、予算確保に努めていただきたい。地域の維持、コミュニティの維持のために教育

予算の確保が不可欠と認識されるような事業に今後とも取り組んでいただきたい。

今後の課題として、各教育機関・事業において、児童・生徒・保護者、住民や利用者の

満足度等について、アンケートを取るなどのことをしていただき、客観的な数値の経年的

な変化を踏まえて評価活動を実施することを検討していただきたい。

藤原 保子（元小学校長）

各部署の皆様から、懇切丁寧に事業の御説明をいただいたことにより、事業の結果ばか

りでなく、経過についても理解することができた。関係各位の御労苦に謝意を述べたい。

総じて考えたいことは、それぞれの業務をサポートする地域の方々の活用がまず１点で

ある。特に８地域の公民館で行われている事業は、事業内容、計画立案、事業開催等々す

べてにおいて、多くの人材のサポートが必要と思われる。少ない人数で多くの事業を抱え

ていることは周知の事実である。職員の負担軽減を図りたい。また、このことにより、地

域を背負って立つリーダーも育てられるのではないだろうか。人々の絆を深めていただき

たい。既にこのことに取り組んでおられるかもしれないが、一層推進していただきたい。

２点目は，他部・課との一層の連携である。いずれの事業も、より効果的・合理的に成

果を上げるために連携は必須である。特に健康福祉部には、協力ではなく共同実施してい

ただく必要のある業務が多いと感じる。

最後に、教育委員会関係者の情報発信は、頻繁に十分行われていることを申し添えたい。

場や機会が提供されているものの、なかなか足を運ぶことができなくても、興味や関心を

抱いている方がたくさんいらっしゃる。イベント等が行われた様子や内容を広く知らしめ

ることは、足を運べない方々にとってありがたいものと考える。

今後の皆様のご活躍を期待しているが、健康には十分御留意されたい。
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鈴木 三郎（社会教育委員）

大辞泉で「教育」とは、ある人間を望ましい姿に変化させるために、心身両面にわたっ

て意図的、計画的に働きかけること、とあります。

教育委員会の所管事務は、広範囲で多岐にわたっています。学校教育、社会教育、家庭

教育までの広い範囲で、市民を望ましい姿に変化させるためには、職員も研鑽を積みなが

ら目指すべき姿を追い求めることではないでしょうか。

教育委員会の事務は、法律や条例により定められたもの以外の業務が多くを占めている

のが現状です。教育に関する事務の執行状況についての点検評価を行うに当たり、事業費

の多寡や参加人数、開催回数等の角度からだけでは正しい見方、評価ができないと思われ

ます。ある事業を市民はどう見ているのかを事後のアンケートに集計し、今後の事業内容

に生かす試みは有意義であったと思います。

市民が求めているのは何かを常に考え、従前の業務をただ繰り返すことなく時代に合っ

た方向へと計画的に進めていくのが教育委員会事務ではないでしょうか。

安らぎと張り合いのある生活が実感できる大仙市を目指して、今後も更なる創意工夫と

御奮闘を願います。


